
神奈川県立岩戸支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 神奈川県立岩戸支援学校における第１回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和７年６月 17 日（火）9時 30 分～11時 35 分 

開 催 場 所 神奈川県立岩戸支援学校 会議室 

出 席 者 
神奈川県立岩戸支援学校 学校運営協議会委員７名※本校学校長含む 

神奈川県立岩戸支援学校 教職員８名 

次回開催予定日 令和７年 10 月 21 日（火） 

問 い 合 わ せ 先 
神奈川県立岩戸支援学校 副校長 小倉 裕之 

Fax 046-849-3200 電話 046-839-4502 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

公開を概要と

した理由 
 

審議・会議経過 

１ 学校長挨拶 

・今年度も「見える化」「分かる化」「できる化」の推進、「つなぐ」「つなが

る」学校づくりに重点をおいて取り組んでいく。 

・学校目標に関連する諸課題について、委員の皆様から意見をいただき、取り

組みを進めていきたい。 

・切れ目ない支援部会では、今年度、具体的な取り組みを行っていきたい。 

２ 委嘱状交付、学校運営協議会委員自己紹介、学校職員自己紹介 

３ 会長選出 

・横倉委員を会長として選出した。 

４ 学校運営協議会について 

・学校評価部会と切れ目ない支援部会の２つの部会を設け、切れ目ない支援部

会については、２つのグループに分かれて協議などを行う。 

５ 学校評価部会 

①学校教育計画、グランドデザインについての説明 

②令和６年度 学校評価実施結果及び令和７年度 学校評価(目標設定)の説明 

③グループ・部門の今年度の重点的な取り組みについて、各グループリーダー・

部門長より説明 

④質疑応答、意見交換 

・人材育成ついて、どういう視点で評価をしてくかを考えていくとよい。 

・共有という言葉が多く出てきている。教員１人１人の力を横につなげてい

くことに取り組んでいってほしい。 

・地域の住民も地域との交流や行事を楽しみにしている。引き続き、町内の

催しにも協力をいただきだい。 

・防災教育については、登下校の時に災害が起きた時に、どのような行動を

とったらいいのかについても取り組んでほしい。 

⑤不祥事ゼロプログラムについての説明 

６ 切れ目ない支援部会 

・Ａ(縦のつながりグループ：卒業後、社会)とＢ(横のつながりグループ：地域

交流、防災)に分かれて協議を行った。協議後、各グループの協議内容を共有

した。 

・Ａグループでは、コミュニケーション力、困ったときの発信、横(友だち、同

僚など)のつながりについて協議が行われた。 

・Ｂグループでは、地域防災、地域交流、防犯対策について協議が行われた。  


